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文責 荒井 毅 （No.1）

２６名の一年生が黒磯小学校に仲間入りしま
した。入学式に合わせたかのように桜の花が満
開となり、桜の木の前で写真を撮る様子がたく
さん見られました。新入生にとっても、また保
護者の皆様にとっても思い出に残る一日になっ
たのではないかと思います。校長式辞では、あ
る小学校１年生が書いた「あさがおのめ」とい
う詩を紹介しました。そして「あさがおは、同
じ日に種を蒔いても、芽が出る日も、花が咲く
日もそれぞれ違ってきます。それと同じように、
何かを覚えたり、できるようになったりするス
ピードは、人によって違うので、自分のペース
で、いろいろな事を身に付けてください」と伝
えました。１年生は生活科でアサガオの栽培を
する予定です。アサガオの観察を続けていく中
で、入学式での話を思い出してくれればと願っ
ています。

今月１０日に入学式が行われ、全校生2１６名（4/1
現在）による学校生活が始まりました。新しい教室、新
しい仲間、新しい担任など、進級した今の時期は、い
ろいろな意味で成長するよいチャンスです。また、学級
の係活動や清掃活動、縦割り班活動など、人に必
要とされる役割があることで子供たちは成長します。張
り切っている今の気持ちを大切にして、ちょっと難しいこ
とにもチャレンジさせながら、これまでより少し成長した
新しい自分を創っていけるよう、子供たちを励ましていき
たいと思います。

今年一年、子供たちのより良い成長のために、私たち教職員も一丸となり、日々の指導の充
実に努めてまいります。それを後押ししてくださるのが、家庭や地域の皆様のお力添えだと考えて
います。「全ては子供たちのために」を合い言葉に、保護者・地域の皆様と手を携えながら教育
活動を進めてまいりたいと思いますので、御理解と御協力をよろしくお願いします。

新年度がスタート！

４月８日 新任式の様子

教育目標 思いやりのある子 進んで学ぶ子 明るく元気な子

○令和６年度 職員紹介 ３３名、一丸となって子どもたちのためにがんばります！

校長 荒井 毅
教頭 平田 敬三
事務長 平野 弥生
教務主任 磯野 智子
養護教諭 小柳 久美
１－１ 印南 順子
２－１ 篠﨑 希美
低学年支援 松本 愛
３－１ 薄井 健太

３－２ 市瀬 楓
３年支援 猪鼻 めぐみ
４－１ 大金 七海
４年支援 長峰 瞳
５－１ 森髙 聖和
５－２ 篠崎 滉太
６－１ 清野 美奈子
６年副担任 鈴木 直幸
ふたば 藤田 久子

はぐくみ１ 益子 裕珠
はぐくみ２ 荒井 七海
ほほえみ 小森 典彦
たんぽぽ 多和田 朋子
ことばの教室 乾 幸洋
ことばの教室 鈴木 朋子
図書支援 柿沼 万亀
理科支援 林 好子
業務支援 川井 弘美

心の教室 人見 直美
用務員 山口 純子
ＡＬＴ ダニエル バイヤーズ
スクールカウンセラー

村上 恵子
スクールソーシャルワーカー

相澤 桃子
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年度末に教職員の異動がありました。

教頭 平田 敬三（東小より）
事務長 平野 弥生（高林小より）
２－１ 篠﨑 希美（塩原小中より）
３－１ 薄井 健太（佐久山小より）
５－１ 森髙 聖和（黒羽小より）
ふたば 藤田 久子（厚崎中より）
はぐくみ２ 荒井 七海（黒田原小より）
ことば 鈴木 朋子（共英小より）
図書支援 柿沼 万亀（稲村小より）
スクールカウンセラー 村上 恵子（箒根学園より）
心の教室相談 人見 直美（塩原小中より）
ＡＬＴ ダニエル バイヤーズ（箒根学園より）

黒磯小学校ホームページ 皆さんに最新の情報をお届けします。ぜひ、ご覧ください。
http://www.city.nasushiobara.ed.jp/es-kuroiso/index.html

教頭 稲垣 俊弘（東小へ）
事務長 橋本 文子（退職）
２－２ 星 彩華（那須高原小へ）
低学年支援 佐藤 富美子（埼玉小へ）
５－１（副） 佐藤 郁子（大山小へ）
６－１ 島田 むつみ（那須教育事務所へ）
６－２ 松浦 成（大山小へ）
ふたば 齋藤 由紀恵（東小へ）
はぐくみ 鈴木 貴代美（埼玉小へ）
図書支援 土屋 愛美（退職）
ＡＬＴ ボト モクディニャネ（他地区へ）

○今年度の学校経営方針について

○黒磯中学校区小中一貫教育

転出者～お世話になりました～

転入者～よろしくお願いします～

黒磯中学校と黒磯小学校で、小中一貫教育を推進していきます。地域学校協働本部や駅前活性化委員会と連携しながら、
ＳＤＧｓの推進、統一テーマ「地域に生きる」による探求活動、地域活動への積極的な参加等により、義務教育９年間を通して子
どもたちを育てます。

昨年度、いろいろな場面で以下の詩を取り上げながら校
長としての学校経営方針をお知らせしました。今年度も昨年
度同様、「全ては子供たちのために」を合い言葉に、子供た
ちが毎日楽しく登校してくる、保護者の皆さんが安心して子
供たちを送り出せる学校」を目指して、努力点と具体策を掲
げて指導をしていきたいと思っています。

全ては子供たちのために！

９年間で児童・生徒を育てます・・・。

文部科学省や市教育委員会の指導を受け、昨年度から教科担任制を導入しましたが、今年度も体育や外国語活動を中心
に教科担任制を実施する予定です。また教科担任制が難しい教科においても、授業の入れ替え等による「一部教科担任制」を
積極的に導入し、各学年において、子供たちがいろいろな教師と関わりながら学習が進められるようにしていきます。

○教科担任制の導入について

【今年度の努力点と具体策】

○ 子供たち一人一人に対する温かく丁寧な対応を心掛ける。
・担任だけでなく、職員全体で子供たちを褒め、励ます。
・「全ては子供たちのために」を基準に物事を判断する。
・児童や保護者に寄り添った言動をする。

○ 子供たちの未来を見据えた教育活動を実践する。
・ 「正解だけを求める授業」から脱却する。
・タブレットを積極的に活用する。
・客観的なデータ（学力調査やＷＥＢＱＵ等の結果）を活用する。
・小中一貫の視点をもって指導する。

○ 教職員も子供たちに負けないように学び続ける。
・ 教育についてたくさん話し、お互いに学び合う。
・積極的に研修会等に参加したり本を読んだりする。
・自分の得意分野を伸ばし、専門性を高める。

「子供たちが毎日楽しく登校してくる、
保護者の皆さんが安心して子供たちを送り出せる学校」

自ら課題解決に取り組む児童生徒
～ＳＤＧｓに向けた取組を通して～

【児童側から見たメリット（例）】
・自分に合う教師が見つかり、気軽に話ができるようになる。
・いろいろな教師に相談できるので、気持ちが楽になる。
・校内で出会うと、いろいろな教師に声を掛けられた
り、励ましてもらえたりするようになる。

【教師側から見たメリット（例)】
・授業の質が向上する（教材研究を担当教科に集中できる。また、
同じ授業を複数学級で実施できる。）

・いろいろな教師の目で、児童のよさを多面的にとらえることができる。
・中学校への移行がスムーズになる。


